
■Ver10からVer15の操作間の違いや設定について
共通

Ver10 Ver15
日付の選択部分 日付の選択部分

カレンダー右上の×マークで内容をクリアできます。

日付部分にカーソルがある状態で、
年月日を全選択や部分選択して、 「Ctrl + Delete」で日付全体の削除もできます。
コピーや削除が可能であった。  ※カーソルの位置は日付内であればどこでもOK。

 ※部分的な削除はできません。

日付部分にカーソルがある状態で、
「Ctrl +C」で日付全体のコピーができます。
 ※カーソルの位置は日付内であればどこでもOK。
 ※部分的なコピーはできません。
「Ctrl +V」でコピーした日付全体の貼付ができます。

産廃イチロー
Ver10 Ver15
メニューが上部ツールバーに存在。 下に移動。
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Ver10 Ver15
マニフェスト入力画面下部の業者選択部分 マニフェスト入力画面下部の業者選択部分が左下に移動。「F1」で起動可能。

Ver10 Ver15
年次報告の報告書エクセルのインストール 年次報告の報告書エクセルのインストール
クラウドセットアップやホームページからインストール。 地区マスターからのインストールに一本化

クラウドセットアップやホームページからインストールはなくなりました。
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Ver10 Ver15

年月日を全選択や部分選択して、 「Ctrl + Delete」で交付番号の全ての数字の削除ができます。
コピーや削除が可能であった。  ※カーソルの位置は交付番号内であればどこでもOK。

「Ctrl +C」で交付番号全体の数字のコピーができます。
 ※カーソルの位置は交付番号内であればどこでもOK。
 ※部分的なコピーはできません。
「Ctrl +V」でコピーした交付番号全体の貼付ができます。

Ver15
交付日と運搬終了日1が別日の時に警告表示設定を追加
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Ver10 Ver15
建設系マニフェストの廃棄物種類で枠内に収まらず欄外に表示する仕様 建設系マニフェストの廃棄物種類で枠内に収まらず欄外に表示する仕様
設定はありません。 設定があります。初期は表示なしになっているので設定が必要です。

Ver10で欄外表示にデータが存在していて、表示なし設定になっていてもデータが
おかしくなることはないので安心してください。
欄外表示なしで保存をしてしまってもデータがおかしくなることはありません。
あくまで表示上だけの問題です。
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産廃キング
Ver10 Ver15
請求書の削除のファンクションキーの変更「F9」 請求書の削除のファンクションキーの変更「F6」

Ver10 Ver15
請求書のファンクションキーの操作を上部に移動 請求書のファンクションキーの操作を上部に移動

5 / 10 ページ



Ver10 Ver15
楽々明細連携の選択部分の移動 楽々明細連携の選択部分の移動と表示の変更

Ver10 Ver15
複製（コピー）時の日付の扱いの設定が追加
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ひも付けセット
Ver10 Ver15
２次マニ検索画面のファンクションキーの変更 ２次マニ検索画面のファンクションキーの変更
クリア（F2）、決定（F11） クリア（F9）、決定（F10）

※各ソフトの操作統一のため。

Ver10 Ver15
帳票印刷のCSV出力ボタン 帳票印刷のCSV出力ボタン
 「F5 CSV1」「F6 CSV2」の２つあり。  「F5 CSV」の1つにしました。元々出力される内容が一緒だったため。
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契約書セット
Ver10 Ver15
契約書作成のファンクションキー 契約書作成のファンクションキー
「F2アップロード」がある。 「F2アップロード」を廃止。

Ver10でボタンがありましたが機能していなかったため廃止としました。

返送セット
Ver10 Ver15
返送入力のファンクションキー 返送入力のファンクションキー
「F1印刷」「F2封筒」「F3追加」「F4バーコード」「F5最新情報」「F6コピー」 「F1封筒」「F2印刷」「F3バーコード」「F4追加」「F5複製」「F6最新情報」

全てのソフトで出来るだけボタンを統一するため。
ソフトによって機能が違うため、完全に統一することは難しいですが、
出来るだけ同じ配置に寄せています。

Ver10 Ver15
検索結果の表示画面で行選択をして「Delete」にて「行削除(除外)」が出来た。 「Delete」にて「行削除(除外)」が出来まなくなります。

右クリックにて「除外」の操作に変更されました。
※右クリックする場所はどこでも大丈夫です。
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SMS-ASP
Ver10 Ver15
環境依存文字をJWNETに送信できる文字に変換できなかった。 環境依存文字をJWNETに送信できる文字に変換可能となった。

マスターに設定が必要です。

一括アップロード画面で、環境依存文字の調査・マスターへの一括登録も可能。
この操作後に変換後の内容は手動で登録必要。
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Ver15
数量メモの必須入力項目の追加（数量と単位）
入力漏れを防ぐ目的。
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